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新たな常任委員会の構成が決定

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会

（委員の任期は、令和６年5月11日から令和８年４月３０日まで）

※会派は、基本的政策が一致する議員の集まりで、２人以上の議員で構成します。（◎＝代表者）

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　◎委員長　羽沢寿隆　○副委員長　外山一則
　　　委員　井上辰男　古川津好　渡辺義光
　　　　　　熊澤博　勝又安正　齊藤隆雄

　◎委員長　工藤多弘　○副委員長　髙橋悦郎
　　　委員　髙橋光幸　工藤直道　立花安文
　　　　　　北口功　関治人　田村正元

　◎委員長　関治人　○副委員長　工藤直道
　　　委員　髙橋悦郎　古川津好　渡辺義光
　　　　　　羽沢寿隆

　◎委員長　熊澤博　○副委員長　齊藤隆雄
　　　委員　勝又安正　工藤多弘　田村正元
　　　　　　外山一則

一部事務組合議会議員など会　派　構　成
■盛岡地区広域消防組合議会議員
　 髙橋光幸

■盛岡北部行政事務組合議会議員
　 井上辰男　立花安文　北口功　工藤多弘
　 齊藤隆雄

■岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員
　 渡辺義光

■盛岡広域環境組合議会議員
　 髙橋悦郎　関治人

◆八起会　　　   ◎立花安文　工藤隆一　井上辰男
　　　　　　　　　  勝又安正　羽沢寿隆　関治人
　　　　　　　　　  田村正元　外山一則

◆市民クラブ　◎渡辺義光　髙橋光幸

◆自由クラブ　◎工藤直道　熊澤博

◆日本共産党　◎髙橋悦郎　齊藤隆雄

◆松西会　　　  ◎古川津好　工藤多弘

03 №76 02№76

６月定例会

現行の健康保険証存続を国に
求める請願や補正予算を可決

●会期　６月1３日～６月21日(９日間)

今回は
報告　　　　　２件
市長提出議案　29件
請願　　　　　１件
議員提出議案　１件

６月定例会議案採決（議案第27号）

市農業委員会の委員任命議案19名全員に同意
【議案第１号】から【議案第19号】まで農業委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて

議 案 番 号 氏　　名 住　　所 推薦・応募
議案第１号 髙橋　栄光　 　八幡平市松尾寄木第31地割57番地１ 応募
議案第２号 竹田　憲治　 　八幡平市大更第40地割87番地６ 推薦
議案第３号 竹田　和夫　 　八幡平市大更第10地割230番地 推薦
議案第４号 伊藤　　始　 　八幡平市平笠第２地割81番地　 推薦
議案第5号 齊藤由希子　 　八幡平市野駄第１地割61番地２ 推薦
議案第６号 中村　一彦　 　八幡平市荒木田第７地割43番地　　　 推薦
議案第７号 熊澤　威人　 　八幡平市帷子第16地割128番地 応募
議案第８号 國司　　功　 　八幡平市平笠第15地割６番地 応募
議案第9号 三浦美恵子　 　八幡平市大更第46地割115番地３ 推薦
議案第10号 古川美枝子　 　八幡平市松尾第5地割693番地６ 推薦
議案第11号 大森　直子　 　八幡平市荒屋新町145番地 推薦
議案第12号 三浦　　隆　 　八幡平市平又14番地２ 推薦
議案第13号 工藤　嘉充　 　八幡平市田頭第33地割46番地１ 応募
議案第14号 松村　勝彦 　八幡平市大更第33地割49番地 応募
議案第15号 阿部　正光　 　八幡平市松木田243番地３ 応募
議案第16号 田村　昭雄　 　八幡平市平舘第３地割45番地 応募
議案第17号 向久保　勉　 　八幡平市大更第３地割238番地5 応募
議案第18号 元木　昭彦　 　八幡平市大更第18地割50番地397 応募
議案第19号 小山田和義　 　八幡平市中佐井 61 番地 推薦
※任期：令和６年9月１日から令和9年８月３1日まで



一 般
質 問

05 №76 04№76

認
知
症
は
今
後
の
重
要
課
題

基
本
計
画
の
策
定
を
検
討

関
せき
　治

ひろ と
人 議員
（八起会）

認知症サポーターオレンジリング

問　
今
年
１
月
に
認
知
症
に
特

化
し
た
初
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、

認
知
症
対
策
は
、
市
と
し
て
も

今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
市

で
は
基
本
計
画
策
定
の
要
否
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
市
の
認
知
症
施
策
推
進

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

国
の
計
画
や
県
、
他
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
こ
の
法
律
の
柱
は
、
認
知

症
と
の
共
存
社
会
の
実
現
で
あ

り
、
市
民
に
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

受
講
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
普

及
）
が
重
要
で
あ
り
、
多
く
の

市
民
に
周
知
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　
各
種
活
動
の
機
会
を
活

用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
輪
を
広

げ
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

高
齢
化
の
地
域
格
差

問　
市
の
高
齢
化
率
は
、
西
根
、

松
尾
、
安
代
の
三
圏
域
で
地
域

格
差
が
生
じ
て
い
る
。
地
域
ご

と
に
詳
細
な
計
画
が
必
要
で
は
。

市
長　
地
域
の
現
状
把
握
に
努

め
、
施
策
を
推
進
す
る
。

請
負
契
約
の
変
更
は

問　
（
仮
称
）
大
更
駅
前
顔
づ

く
り
施
設
建
設
は
、
物
価
や
人

件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
契
約
金

額
や
工
期
の
変
更
が
予
想
さ
れ

る
。
変
更
契
約
は
法
律
上
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
７
条

で
は
、
発
注
者
の
責
務
と
し
て

「
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
適

切
に
設
計
図
書
お
よ
び
請
負
代

金
、工
期
の
変
更
を
行
う
こ
と
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

質問した事項
関　　治人 議員 （八起会)…………０５
　・八幡平市高齢者福祉計画について
　・（仮称）大更駅前顔づくり施設について

井上　辰男 議員 （八起会)…………０６
　・人口流出と地域コミュニティの維持に
　　ついて

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)……０６
　・「消滅可能性自治体・八幡平市」から脱却
　　するまちづくりについて
　・市指定民俗芸能の保存と継承活動について

勝又　安正 議員 （八起会)…………０7
　・持続可能な林業振興について
　・新規就農者対策について
　・地域との学習教育について

髙橋　悦郎 議員 (日本共産党)……０8
　・ふるさと納税について
　・大更地区の狐塚市有地の利活用について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)……０8
　・稲作農業の在り方について
　・障がい福祉サービス報酬改定への対応に
　　ついて

工藤　多弘 議員 (松西会)…………０9
　・（仮称）大更駅前顔づくり施設および大更
　　駅周辺開発について

・熱中症対策における市有施設の市民への
　開放について
・女性の活躍推進について

齊藤　隆雄 議員 (日本共産党)……1０
　・支援学校の通学支援について
　・田山グラウンド緑化について

田村　正元 議員 (八起会)…………1０
　・子育て支援と都市計画について

・学校教育について
・市内の住宅環境について

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を

１
台
取
得
と
安
全
性

　
３
者
の
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
ロ
ー

タ
リ
除
雪
車
（
２
・
６
㍍
級
）
を
㈱
東

和
本
社
か
ら
５
７
２
０
万
円
で
新
規
に

購
入
す
る
も
の
で
す
。

事
故
軽
減
や
運
転
手
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

は
付
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

後
方
カ
メ
ラ
と
い
う
形
で
積
載

予
定
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
詳
細
な
仕
様
書
を

付
け
る
べ
き
で
は
。

議
案
書
に
添
付
す
る
資
料
に
つ

い
て
は
、
今
後
協
議
し
た
い
。

【
議
案
第
24
号
】　
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＱＡ

１
億
８
５
５
万
円
の

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
５
４

万
９
千
円
を
増
額
し
、
総
額
１
８
３
億

９
８
７
８
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
予
防
接
種
業
務
委
託
料　

　
２
６
０
０
万
円
（
増
額
）

▼
旧
西
根
総
合
支
所
屋
内
消
火
栓
ポ
ン

　
プ
更
新
工
事

　
５
１
９
万
円
（
増
額
）

医
療
機
関
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
自
己
負
担
額
が
違
う
が
、

例
え
ば
、
田
山
診
療
所
で
接
種

し
た
場
合
と
市
立
病
院
で
接
種

し
た
場
合
で
は
、
自
己
負
担
額

に
違
い
は
あ
る
の
か
。

市
立
の
医
療
機
関
は
ワ
ク
チ
ン

を
一
括
購
入
し
て
い
る
た
め
、

市
立
病
院
と
田
山
診
療
所
の
自

己
負
担
の
金
額
は
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
、
購
入
す
る
ワ
ク
チ
ン
代
金

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
自
己
負

担
の
金
額
に
違
い
が
出
て
く
る
。

【
議
案
第
27
号
】
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

ＱＡ

現
行
の
健
康
保
険
証

存
続
を
国
に
求
め
る

　
全
会
一
致
で
採
択

　
（
請
願
者
＝
岩
手
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
会
長
・
佐
藤
嘉
夫
）

　
政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
２

０
２
４
年
12
月
２
日
に
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
機

能
を
組
み
込
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
に
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
誤
登
録
や
資
格

無
効
と
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
保

険
証
で
の
受
診
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

続
出
し
、
多
く
の
患
者
・
国
民
の
間
に

不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
保

険
医
協
会
が
実
施
し
ま
し
た
、
健
康
保

険
証
廃
止
に
伴
う
高
齢
者
施
設
な
ど

へ
の
影
響
調
査
（
回
答
数
7０
施
設
）
に

よ
る
と
、
９
割
以
上
の
施
設
で
「
利
用

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
管
理

が
で
き
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
、
守
ら
れ

る
は
ず
の
命
と
健
康
を
脅
か
す
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
医
療
を
受
け
る

権
利
を
確
実
に
保
証
す
る
た
め
に
も
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。

【
請
願
第
１
号
】　
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す

こ
と
を
求
め
る
請
願

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
に
貸
し

て
い
る
旧
西
根
総
合
支
所
は
、

市
と
賃
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
契
約
書
で
は

修
繕
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
規

定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

契
約
書
で
は
、
大
規
模
な
修
繕

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
両

者
協
議
の
上
で
対
応
す
る
も
の

と
規
定
し
て
い
る
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
修
繕
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
。

耐
用
年
数
も
大
分
経
過
し
て
い

る
建
物
で
あ
り
、
修
繕
が
必
要

な
箇
所
は
出
て
く
る
。
今
回
に

関
し
て
は
、
貸
付
け
対
象
の
エ

リ
ア
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
全

面
的
に
市
で
対
処
す
る
。

そ
の
都
度
、
市
が
負
担
し
て
い

く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

そ
の
都
度
、
必
要
性
な
ど
を
勘

案
し
、
新
岩
手
農
業
協
同
組
合

と
の
契
約
書
に
記
載
の
と
お
り

協
議
し
決
定
し
て
い
く
。

田
山
ス
キ
ー
場
の
修
繕
費
１
３

９
万
７
千
円
の
内
容
を
伺
う
。

第
１
リ
フ
ト
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ジ
ョ
イ
ン
ト
の
交
換
お
よ
び
第

２
リ
フ
ト
の
機
械
室
の
窓
を
修

繕
す
る
も
の
で
あ
る
。

ＱＱＱ Ｑ ＡＡＡＡ

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

５
分
団
３
部
に
整
備

　
６
者
の
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
互
光
商
事
㈱
か
ら
３

１
９
０
万
円
で
新
規
に
購
入
す
る
も
の

で
す
。

【
議
案
第
23
号
】　
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＡＱ



一 般 質 問 一 般 質 問

07 №76 06№76

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

三世代で熱演（平笠田植え踊り） 

民
俗
芸
能
の
継
承
と
課
題

電
子
映
像
記
録
を
教
材
活
用

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

初の女性会議で意見交換

問　
未
婚
者
の
県
外
流
出
が
多

い
。
若
い
女
性
の
定
着
に
向
け

た
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　
八
幡
平
市
女
性
会
議
を

設
置
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
率
直
な
意
見
を
聞
き
、
有

効
な
施
策
に
結
び
付
け
て
い
く
。

問　
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
。
一
定
の
人
口
減
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
次
世
代
の
た
め
に

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
、
住
ん
で
い
る
住

民
に
視
点
を
向
け
た
幸
福
度
を

増
す
よ
う
な
施
策
や
恵
ま
れ
た

資
源
を
有
効
活
用
し
、
情
報
発

信
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
内
に「
一
時
預
か
り
所
」

を
整
備
す
る
予
定
だ
が
、
共
働

き
夫
婦
の
た
め
、
朝
早
く
か
ら

夕
方
遅
く
ま
で
、
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
な
い
か
。

地
域
福
祉
課
長　
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
は
想
定
し
て
い
な

い
。（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
の
開
館
時
間
内
で
の
運

用
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
小
児
科
や
産
科
の
医
師
不

足
が
深
刻
に
な
る
と
推
察
さ
れ

る
。
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
小
児
医
療
体
制
を
伺
う
。

市
立
病
院
事
務
局
長　
非
常
勤

の
小
児
科
医
師
の
応
援
を
得
な

が
ら
、
安
心
し
て
小
児
科
を
受

診
で
き
る
よ
う
な
常
勤
医
師
の

確
保
に
努
め
る
。

問　
自
治
会
の
必
要
性
を
疑
問

視
す
る
人
が
増
え
て
き
た
。
今

後
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
市
の
介
入
や
指
導
は
で

き
な
い
が
、
地
域
振
興
協
議
会

と
と
も
に
地
域
の
維
持
、
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

若
い
女
性
の
地
元
定
着
策
は

女
性
会
議
を
設
置
し
議
論

問　
過
疎
化
や
少
子
化
で
担
い

手
が
不
足
し
継
承
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
民
俗
芸
能
が
あ
る
。

過
去
に
一
般
質
問
で
民
俗
芸
能

の
継
承
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

教
育
長
か
ら
記
録
保
存
、
後
継

者
育
成
の
た
め
市
指
定
民
俗
文

化
財
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
す
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
。進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

市
長　
平
成
27
年
度
か
ら
電
子

記
録
制
作
を
開
始
し
、
本
年
度

で
15
団
体
全
て
の
記
録
が
保
存

さ
れ
る
。
教
材
と
し
て
学
習
活

動
の
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
団

体
や
関
係
機
関
と
連
携
す
る
。

教
育
長　
文
化
や
伝
統
を
継
承

す
る
体
験
学
習
で
地
域
に
誇
り

を
も
つ
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
。

消
滅
可
能
性
自
治
体

八
幡
平
市
か
ら
脱
却

問　
令
和
６
年
４
月
25
日
付
、

岩
手
日
報
は
県
内
の
消
滅
可
能

性
自
治
体
を
公
表
。
当
市
の
２

０
２
０
年
度
の
総
人
口
は
２
万

2３
人
、
２
０
５
０
年
の
推
計
は

1
万
１
３
４
９
人
で
県
内
14
市

で
は
減
少
率
が
最
も
高
い
。
古

里
が
な
く
な
る
の
で
は
と
危
機

感
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
市
民

も
い
る
。
消
滅
可
能
性
か
ら
脱

却
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
具
体
的
な
考
え
を
伺
う
。

市
長　

人
口
減
少
対
策
は
国
が

主
導
を
明
確
に
し
、
わ
れ
わ
れ

自
治
体
は
縮
小
し
て
い
く
中
で

も
現
在
あ
る
資
源
を
最
大
限
活

用
し
「
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
施
策

を
展
開
す
る
。（
仮
称
）大
更
駅

前
顔
づ
く
り
施
設
を
活
用
し
子

育
て
世
代
を
核
に
交
流
人
口
と

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
。「
子

ど
も
を
育
て
た
い
ま
ち
八
幡
平

市
」の
実
現
に
鋭
意
努
力
を
す
る
。

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

林業業者による伐採作業の様子

問　
持
続
可
能
な
林
業
を
確
立

す
る
た
め
に
は
、
林
道
・
作
業

道
の
路
網
整
備
が
重
要
課
題
で

あ
る
。
本
市
の
整
備
計
画
は
。

市
長　
林
道
整
備
は
、
市
森
林

整
備
計
画
お
よ
び
地
域
森
林
計

画
へ
の
位
置
付
け
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
林
道
開
設
に
伴
い

地
権
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
森
林
経

営
計
画
や
地
域
の
要
望
を
基
に
、

県
と
調
整
し
、
路
網
整
備
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
森
を
活
用
し

た
森
林
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　
安
代
中
学
校
で
は
、

毎
年
、
ふ
れ
あ
い
の
森
で
の
自

然
観
察
や
木
の
伐
採
作
業
の
見

学
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
各

学
校
の
自
然
体
験
活
動
が
一
層

充
実
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

新
規
就
農
者
の
支
援

問　
農
業
経
営
を
円
滑
に
継
承

し
、
地
域
農
業
の
新
た
な
担
い

手
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
親
元
就
農
支
援
金
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
本
年
度
よ
り
親
元
就
農

支
援
金
を
創
設
し
、
新
た
に
就

農
し
た
場
合
、
１
人
当
た
り
１

回
限
り
で
5０
万
円
を
支
給
す
る
。

問　
新
規
就
農
者
の
重
要
性
と

指
導
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
新
規
就
農
者
が
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
担
い
手
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
指

導
強
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

組
織
づ
く
り
の
一
員
と
な
る
よ

う
関
係
団
体
と
連
携
し
て
い
く
。

問　
農み
の
りの
大
地
担
い
手
育
成
支

援
事
業
の
継
続
性
は
。

市
長　
５
年
度
に
要
綱
改
正
を

行
い
、
現
行
の
要
綱
で
７
年
度

ま
で
継
続
し
て
事
業
を
行
う
。

路
網
整
備
が
重
要
課
題

地
域
の
要
望
を
基
に
検
討

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

田植えが済んだ上
わ
関
せき

（西根地区）

今
の
米
価
は
妥
当
な
値
段
か

本
精
算
の
加
算
に
若
干
期
待

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

ふるさと納税の返礼品発送作業所

問　
全
国
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
受
入
額
が
年
に
１
千
億
円

規
模
で
急
激
に
増
え
、
令
和
４

年
度
は
９
６
５
４
億
円
と
過
去

最
高
に
な
っ
た
。
寄
付
を
増
や

す
た
め
、
各
自
治
体
は
必
死
に

工
夫
と
努
力
を
し
て
い
る
。
人

口
７
千
人
の
北
海
道
白
糠
町
で

は
、
４
年
度
に
１
４
８
億
円
の

寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
半
分
の

74
億
円
を
一
般
会
計
に
入
れ
て

い
る
。
本
来
の
地
方
自
治
体
制

度
を
壊
し
か
ね
な
い
事
態
と

な
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
行
き
過
ぎ
た
自
治
体
間

の
競
争
は
是
正
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
寄
付
金
は
「
基
準
財
政
収

入
額
」
で
は
な
い
の
で
地
方
交

付
税
は
減
ら
な
い
。
こ
の
部
分

は
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

寄
付
し
た
金
額
か
ら
２
千
円
を

差
し
引
い
た
金
額
を
住
民
税
か

ら
減
額
で
き
る
。
さ
ら
に
寄
付

額
の
３
割
程
度
の
返
礼
品
を
も

ら
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
住
民
税
非
課
税
者
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
な
ど
、
不
公

平
な
制
度
で
も
あ
る
が
見
解
は
。

市
長　
非
課
税
の
方
々
に
考
慮

し
た
制
度
設
計
に
は
な
っ
て
い

な
い
と
思
う
。

人
口
減
少
へ
の
対
策

問　
盛
岡
市
お
よ
び
滝
沢
市
へ

の
人
口
流
出
に
、
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。
そ
の
対
策
と
し
て

狐
塚
地
区
（
大
更
）
の
市
有
地

に
宅
地
造
成
な
ど
の
活
用
を
こ

れ
ま
で
も
提
案
し
て
き
た
が
、

改
め
て
実
施
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
狐
塚
地
区
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
課
題
で
あ
る
。
市
立
病

院
周
辺
に
民
間
の
参
入
も
含
め

た
、
宅
地
整
備
を
検
討
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
不
平
等
だ

ス
タ
ー
ト
時
点
と
比
べ
変
化

問　
農
林
水
産
省
の
示
す
令
和

４
年
産
米
60
㌔
の
生
産
費
は
１

万
５
２
７
３
円
、
５
年
度
産
米

は
１
万
２
千
円
の
取
引
で
採
算

が
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　
現
在
の
相
対
相
場

は
１
万
５
千
円
を
超
え
本
精
算

で
の
加
算
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
農
林
水
産
省
は
、
令
和
５

年
ま
で
に
農
地
の
８
割
を
担
い

手
に
集
積
し
、
生
産
費
を
４
割

削
減
し
て
、
6０
㌔
当
た
り
９
６

０
０
円
に
ま
で
引
き
下
げ
る
目

標
だ
っ
た
と
さ
れ
る
が
。

農
林
課
長　
担
い
手
だ
け
で
は

１
人
当
た
り
の
面
積
は
相
当
な

も
の
で
心
配
だ
が
、
低
コ
ス
ト

の
取
り
組
み
が
一
般
の
農
家
に

普
及
で
き
れ
ば
可
能
性
も
あ
る
。

問　
衛
星
利
用
測
定
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
も
み
種
の
直
ま
き
や
乾
田
直

ま
き
の
栽
培
が
、
全
国
的
に
始

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

農
林
課
長　
市
内
で
の
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
た
直
ま
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
の
把
握
は
で
き
て

い
な
い
が
、
乾
田
直
ま
き
は
市

内
で
も
す
で
に
何
人
か
い
る
。

報
酬
改
定
へ
の
対
応

問　
今
回
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
報
酬
改
定
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
下
に
あ
る
Ｂ
型
事

業
所
の
「
ポ
パ
イ
の
家
」
の
職

員
給
与
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
伺
う
。

市
長　
社
協
職
員
の
給
料
体
系

は
、
市
職
員
に
準
ず
る
運
用
を

し
て
い
る
の
で
、
市
職
員
の
給

与
と
著
し
く
懸
け
離
れ
て
い
る

と
は
捉
え
て
な
い
。「
ポ
パ
イ

の
家
」
の
職
員
が
社
協
の
職
員

と
同
じ
待
遇
な
の
か
、
ど
ん
な

対
応
に
な
る
の
か
を
確
認
す
る
。

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

昨年開催された「はちマルシェ」

問　
市
民
の
税
金
で
施
設
の
維

持
管
理
費
を
支
払
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
費
用
対
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
１
階
、
２
階
部
分
は
、

利
用
料
な
ど
い
た
だ
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
図
書
館
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
効
果
で
あ
る
。

問　
は
ち
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員

会
で
の
大
更
駅
前
イ
ベ
ン
ト
の

協
議
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
課
長　

は
ち
マ
ル

シ
ェ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同

様
の
形
で
出
張
お
も
ち
ゃ
美
術

館
を
併
せ
、
1０
月
中
旬
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
商
業
用
地
は
契
約
締
結
後
、

何
年
以
内
に
開
業
し
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
購
入
し
た
商

業
用
地
は
取
得
後
３
年
以
内
に

創
業
を
開
始
す
る
条
件
で
あ
る
。

熱
中
症
対
策
の
対
応

問　
市
内
に
６
カ
所
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
が
登
録
さ
れ

た
が
、
登
録
を
ど
う
呼
び
か
け
、

設
置
を
ど
う
周
知
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
指
定

管
理
施
設
な
ど
へ
の
呼
び
か
け
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

女
性
の
活
躍
を
推
進

問　
八
幡
平
市
女
性
会
議
を
開

催
し
、
市
政
に
意
見
を
反
映
す

る
場
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　
６
月
に
人
口

減
少
問
題
を
テ
ー
マ
に
女
性
会

議
を
開
催
し
た
。
２
回
目
、
３

回
目
以
降
は
、
市
の
状
況
や
施

策
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
・
寄
与
し
て
い
く

視
点
で
進
め
た
い
。

顔
づ
く
り
施
設
費
用
対
効
果

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
目
的

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

統合後の跡地について議論が必要

小
中
学
校
統
合
の
方
向
性
は

中
学
校
は
３
年
後
を
め
ど
に

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

県立盛岡みたけ支援学校高等部

問　
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学

に
、
何
か
支
援
が
あ
る
の
か
。

教
育
長　
市
障
が
い
児
通
学
支

援
手
当
支
給
事
業
に
よ
り
、
市

外
の
特
別
支
援
学
校
に
送
迎
す

る
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

月
額
５
千
円
を
支
給
し
て
い
る
。

問　
市
内
で
の
支
援
学
校
分
教

室
の
開
設
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
経
過
、
現
在
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
指
導
課
長　
分
教
室
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
３
年
前
か
ら

要
望
し
て
い
る
。
５
月
に
は
協

議
を
行
い
、
具
体
的
な
場
所
や

イ
メ
ー
ジ
、
生
徒
数
、
近
隣
市

町
か
ら
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
ま
た
、
夏
ご

ろ
に
再
度
協
議
の
場
を
設
け
る
。

問　
分
教
室
の
設
置
は
、
1０
年

度
ま
で
の
県
の
計
画
に
は
な
い

が
、
追
加
計
画
と
し
て
前
向
き

に
捉
え
て
良
い
の
か
伺
う
。

教
育
指
導
課
長　
協
議
の
場
で

は
、「
整
備
計
画
に
な
い
が
設

置
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
」

と
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
そ
う
い

う
こ
と
で
は
な
い
」
と
回
答
を

受
け
て
い
る
。
今
後
も
何
が
条

件
と
し
て
整
え
ば
設
置
可
能
に

な
る
の
か
協
議
を
続
け
て
い
く
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
緑
化

問　
田
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
緑
化
の

目
的
を
伺
う
。

市
長　
田
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有

効
活
用
を
課
題
と
捉
え
、
田
山

グ
ラ
ウ
ン
ド
近
隣
住
民
へ
の
砂

ぼ
こ
り
対
策
と
し
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
緑
化
を
進
め
て
い
る
。

問　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
試

合
や
練
習
に
不
都
合
は
な
い
か
。

市
長　
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
多
目
的
な
利
用
に
支
障
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

支
援
学
校
通
学
へ
の
支
援
は

障
が
い
児
通
学
支
援
事
業
で

問　
第
３
期
八
幡
平
市
小
中
学

校
適
正
配
置
計
画
の
具
体
的
な

統
合
年
度
の
予
定
は
い
つ
か
。

教
育
長　
中
学
校
は
今
年
度
中

に
場
所
の
候
補
地
を
決
定
し
、

３
年
後
を
め
ど
に
現
在
あ
る
校

舎
を
利
用
し
て
統
合
し
、
ス

タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
統
合
検
討
委
員
会
の
内
容

や
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
情
報
を
開

示
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

教
育
長　
現
時
点
で
は
部
外
秘

の
状
況
で
進
め
て
い
る
。

大
更
顔
づ
く
り
施
設

問　
遊
具
の
仕
様
や
運
営
方
法

な
ど
具
体
的
な
計
画
は
。

市
長　
大
更
駅
前
拠
点
施
設
整

備
本
部
の
幹
事
会
と
本
部
会
議

で
詳
細
を
順
次
決
定
し
て
い
く
。

問　
図
書
館
の
具
体
的
計
画
は
。

教
育
長　
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
参
考
に
し
、
市
民
に
愛
さ
れ

期
待
さ
れ
る
図
書
館
を
造
る
。

問　
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
も
採
択
さ
れ

て
い
る
事
業
で
も
あ
り
、
市
当

局
の
会
議
へ
、
市
民
や
有
識
者

の
参
加
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
の
開
催
は
検
討
さ
れ
る
の
か
。

市
長　
図
書
、
子
育
て
支
援
施

設
の
専
門
機
関
な
ど
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
も
聞
き
な
が
ら
ま
と

め
て
い
く
の
が
本
部
会
議
で
あ

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
は
検
討

で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

宅
地
造
成
の
計
画
は

問　
物
価
高
騰
や
定
住
対
策
も

考
え
た
市
独
自
の
宅
地
造
成
の

計
画
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

市
長　
大
更
駅
東
側
の
大
更
中

央
線
沿
線
を
中
心
に
手
法
も
含

め
て
早
急
に
方
向
性
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

議会の動き

(令和６年４月1０日～６月28日)

４月

▲

1０日　議会運営委員会

▲

16日　会派代表者会議、令和６年第１回臨時会、議員全員協議会

　　　　地域における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業報告会

▲

19日　議会広聴広報常任委員会

▲

26日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査（例月現金出納検査）

５月

▲

1３日　議会運営委員会、令和６年第２回臨時会、総務教育常任委員会、

　　　　産業民生常任委員会、 議会広聴広報常任委員会、令和６年度八

　　　　幡平市議会市政調査会総会、議会改革推進会議

▲

2３日　総務教育常任委員会協議会

▲

24日　産業民生常任委員会協議会

▲

27日　 議会改革推進会議タブレット部会

▲

28日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査（例月現金出納検査）

6月

▲

６日　議会運営委員会

▲

12日　令和６年度第１回タブレット型端末操作研修会

▲

1３日　令和６年第２回定例会（～21日）、議会広聴広報常任委員会

▲

14日　総務教育常任委員会

▲

17日　議会運営委員会、産業民生常任委員会

▲

18日　議会運営委員会、議会改革推進会議

▲

19日　オンライン（リモート）会議操作講習会

▲

21日　議会運営委員会

▲

27日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査（例月現金出納検査）

▲

28日　議会広聴広報常任委員会

４月16日の事業報告会の様子
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　ここでは、令和５年度に各議員に
交付された政務活動費がどのように
使われたのかをお知らせします。
※各QRコードを読み取ることで、
より詳細な内容を確認できます。
※パソコンで閲覧する方は、市ホー
ムページの市議会ページ、「情報公
開と広報活動」の政務活動費からご
覧いただけます。

政務活動費収支報告（５0音順）

１人月２万円
その使い道は

井上辰男議員(八起会)
交付額　　　　24０,０００円

返還額　         
０円

北口　功議員(無会派) 勝又安正議員(八起会)
交付額　　　　24０,０００円

工藤多弘議員(松西会)
交付額　　　24０,０００円

工藤直道議員(自由クラブ)
交付額　　　24０,０００円

工藤　剛議員(市民クラブ)
交付額　　　６０,０００円

工藤隆一議員(八起会)
交付額　　　　24０,０００円

熊澤　博議員(自由クラブ)
交付額　　　　24０,０００円

返還額　         
０円

交付額　　　　24０,０００円

返還額　         
88,11０円

返還額　         
14,73０円

返還額　         
６０,０００円

返還額　         
０円

返還額　         
139,3６０円

返還額　         
０円

齊藤隆雄議員(日本共産党)
交付額　　　24０,０００円

返還額　         
０円

調査研究費　　 24０,０００円調査研究費　　 98,64０円
研　修　費　　 45,０００円
資料購入費  　　 8,25０円

調査研究費　　 24０,０００円

調査研究費　　131,041円
広　報　費　　 94,229円

調査研究費　　125,88０円
研　修　費　　 26,41０円
広　報　費　　14０,991円
資料購入費　　  1,1３8円

　※４月から６月分まで

調査研究費　　 98,64０円
資料購入費　    2,０００円

調査研究費　　124,89０円
広　報　費　　185,229円

調査研究費　　125,88０円
研　修　費　　  ３,5００円
広　報　費　　2３7,０72円

関　治人議員(八起会)
交付額　　　24０,０００円

髙橋悦郎議員(日本共産党)
交付額　　　24０,０００円

外山一則議員(八起会)
交付額　　　24０,０００円

髙橋光幸議員(市民クラブ)
交付額　　　　24０,０００円

返還額
０円

田村正元議員(八起会) 立花安文議員(八起会)
交付額　　　　24０,０００円

羽沢寿隆議員(八起会)

調査研究費　　24０,０００円

交付額　　　24０,０００円

渡辺義光議員(市民クラブ)

調査研究費　　24０,０００円

交付額　　　24０,０００円

古川津好議員(松西会)

調査研究費　　1３4,868円
広　報　費　　 94,2３０円
資料購入費　　  2,2００円

交付額　　　24０,０００円

返還額
０円

交付額　　　　24０,０００円

返還額
０円

返還額　         
０円

返還額　         
8,7０2円

返還額　         
０円

返還額
18,98０円

返還額
０円

返還額
０円

交付額合計
　　4,14０,０００円

返還額合計
　　329,882円

使用額合計
　　3,81０,118円

　政務活動費は、地方自治法第1００条第14項から第16項まで
の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動のために必
要な経費の一部として､ 交付されるものです。市では「八
幡平市議会の政務活動費の交付等に関する条例」で基準を
定め、申請に基づき議員１人当たり月額２万円（令和5年
４月から令和６年３月までの12カ月分）を交付しています。
また、年度ごとに精算し、残額が生じた場合は、市へ返還
することになっています。

政務活動費とは

調査研究費　　 98,64０円
研　修　費　　122,３8０円

調査研究費　　125,88０円
広　報　費　　185,229円

調査研究費　　24０,０００円

調査研究費　　24０,０００円調査研究費　　1３３,57０円
研　修　費　　126,712円

調査研究費　　24０,０００円
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問　〇の中には、どんな文字
　(数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)､  年齢､「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で5名の方に八幡平市共通商品券 1,０００円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい
　ただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。
■あて先　〒０28-7３97　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：０195-74-21０5　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　令和６年9月６日㈮(当日消印有効)
■前回(№7５)の正解　ハチタン
　　　　　　　　　　応募者　17人　　正解者　17人

ク イ ズ

ハロウ安比校では、
冬 季 に ス キ ー や
スノーボードの授業
を週〇回行っている。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開会時刻は一部を除き午前 1０ 時からです。終了時
間は日によって異なりますので、詳しくは八幡平市
議会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和６年６月定例会の視聴回数は71４回です。
　　　　３月定例会の視聴回数は1,４1５回でした。

（令和６年７月10日時点）

期　日 内　容

9月9日㈪～1３日㈮ 議案上程、一般質問

9月14日㈯～16日㈪ 休　　会

9月17日㈫～2０日㈮ 議案審議、決算特別委員会

9月21日㈯～2３日㈪ 休　　会

9月24日㈫～25日㈬ 決算特別委員会

9月26日㈭ 休　　会

9月27日㈮ 決算特別委員会

9月28日㈯～３０日㈪ 休　　会

1０月１日㈫ 委員長報告 ほか

議会改革推進会議タブレット部会

　議会では議会活動の効率化や市職員の負担軽減、
ペーパーレス化による環境対策を目的としてタブレッ
ト端末を導入しています。今回はオンライン会議の操
作方法を習得し、議会の円滑な運営に資するとともに、
議会活動の活性化を図ることを目的として、タブレッ
ト部会がサポートに入り、実際にオンライン会議を実
施しました。今後もタブレット端末の性能を最大限に
発揮して、議会改革を推進します。

オンライン会議講習会を実施

全国市議会議長会表彰

(写真左から)工藤隆一議長､ 髙橋光幸議員､ 井上辰男副議長

　本市議会の工藤隆一議長、井上辰男副議長、髙橋
光幸議員が全国市議会議長から表彰を受けました。
工藤議長、井上副議長は、議会議員を10年以上、髙橋
議員は市議会議員を25年以上（合併前の町村議会議員
としての在職年数の２分の１を市議会議員在職年数に
通算）務め、市政の振興に貢献した功績として認めら
れたものです。また、工藤議長には全国市議会議長会
の評議員を務めた功績に対し、感謝状も贈られました。

永年にわたる自治の功績たたえる

オンライン会議の様子

議会目線から住民目線の広報へ
　これまで議会広聴広報常任委員会では、令和5年度の
先進地視察で研修した内容を参考に「伝える広報から伝
わる広報」をテーマに取り組んできました。今回常任委
員会の改選が行われ、２年間の任期中の活動テーマにつ
いて再検討した結果、議会で決まったことをただ ｢お知
らせ｣ しているだけでは、市民の皆さまに伝わらないと
考え、活動テ－マを ｢議会目線から住民目線の広報」に
決定しました。今後、読者の声と連携した企画や住民目
線の伝わる広報づくりに取り組んでまいります。

議会広聴広報常任委員会 ■期日　令和６年６月13日
■場所　議事堂委員会室
■内容　議会広聴広報常任委員会の任期中の活動テーマ
　　　　について

委員会活動報告

八幡平市議会活動レポート

活動テーマを議論する様子

【ハロウ安比校】の現状と今後
　2０22年８月29日に開校してから約２年がたちました。
現在、生徒数は約25０名で、日本を含む1３カ国の生徒
が学んでいます。新年度を迎える2０24年８月28日には、
３００名を超える見込みで、国籍は27カ国に及ぶ予定です。
現在の教師数は51名、職員数は３３名で、生徒の増加に合
わせて増員の予定です。授業は安比高原の自然環境を活
用し、「自然と育む全人教育」を実践しています。冬季
にはスキーやスノーボードの授業が週３回行われます。
市内の中学校とはスポーツの練習試合や音楽、美術での
交流活動を行い、市内の高齢者施設への訪問も行ってい
ます。今後も地域との連携、交流を重視し、地域に根
付いたインターナショナルスクールを目指します。

知ってほしいこと！
お知らせしたいこと！

岩手山と上坊一本桜とハロウ安比校の生徒

次は　９月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。
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　昨今の温暖化や異常気象の影響
により、野生動物の増加や野菜が
育たないなど農業や日々の生活に
影響が出ています。また、山菜取
りや山仕事などでクマの被害やシ
カ、イノシシによる作物被害が出
ています。エサ不足によりクマは
町中でも見かけるようになりまし
た。柏台に住んでいるので昔から
クマは身近でしたが、昨年、職場
のリンゴの木がとうとう食べられ
ました。そして、昨年の暑さは
異常でした。30度を超える毎日、
エアコンがないと乗り越えられな
い夏となりました。夏本番はこれ
からですが、地震や大雨による災
害がないことを願います。

議 会 の ま ど

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す二

ふ た ば
葉　恭

きょうすけ
介  さん  

（柏台）

保育園紹介

杉の子育てる会　会長

伊
い と う

藤　直
な お き

樹  さん

　「広聴」とは「国民または住民の行政に
対する意見・要望の収集活動」とされて
います。また、「広報」とは「広く知らせ
ること、また、その知らせ」とされてい
ます。「議員と語る会」は、議会活動の
報告と市民からの意見・要望の収集であ
り、「広聴」と「広報」は議員としての活
動の根幹です。今後は各種団体との「語
る会」の実施も検討したいと思います。
　　　　　　　　　委員長　熊澤　博

◆編集後記◆ 杉 の子こども園は、朝から
子どもたちが元気いっ

ぱいに園庭を駆け回っている
園です。また、近くにあるフラ
ワーガーデン（畑）では、散歩
を楽しんだり、たくさんの作
物を育てたりしています。収
穫した野菜は、給食で提供し
ていただき、取れたての野菜
をおいしく食べています。私
たち保護者も元気いっぱい、
先生たちと一緒に子育てを楽
しんでいます。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

ク
マ
の
目
撃
情
報
を
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
確
認
で
き
る

の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
渋
川
・
３6
歳
男
性
）

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
の

建
設
費
が
2０
億
円
な
ん
て

驚
き
で
す
。
維
持
費
も
考
え
る
と

不
安
で
す
。（
中
郡
・
54
歳
女
性
）

ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
情
報
が
少

な
く
残
念
で
す
。
簡
単
な

内
容
で
も
い
い
の
で
掲
載
で
き
れ

ば
市
民
へ
の
周
知
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。（
山
﨑
・
３9
歳
男
性
）

議
会
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す

が
、
平
日
の
た
め
行
け
ま

せ
ん
。
女
性
議
員
が
い
な
い
の
も

残
念
で
す
。（
町
組
・
63
歳
女
性
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
く
ら
い
の
大

き
さ
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
渋
川
・
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歳
女
性
）

物
価
が
上
が
っ
て
も
給
料
は

上
が
ら
ず
、
大
変
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
だ
け
で
な
く
、

他
に
も
違
う
対
策
を
考
え
て
ほ
し

い
で
す
。（
温
泉
郷
・
47
歳
女
性
）

予
算
特
別
委
員
会
の
記
事
で

質
疑
が
た
く
さ
ん
載
っ
て

い
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
（
中
関
・
３8
歳
男
性
）

一
般
質
問
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を

招
致
し
て
は
ど
う
か
」
に
大
賛
成

で
す
。　
　
（
野
口
・
59
歳
女
性
）


